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 実験講習会の様子 

 １２月２０日に行われた実験講習会の様子をお伝えします。 

 今回は、ケニス株式会社の柏崎敦様に講師をお願いしました。製品の紹介を中心に、い

くつかの実験と顕微鏡について教えていただきました。 

 真空容器で気圧を下げる実験はおなじみです。私はマシュマロで「よ～し、大きくして

たくさん（？）食べよう」といってその気にさせる（！）のですが、マシュマロにもいろ

いろな形があるものですね。写真のような、ねじったも

のは初めて見ました。もちろんこれも膨らみます。スー

パーの棚を眺めながら、これを容器に入れたらどうなる

だろう、あれは・・・と楽しいひとときを過ごせそうで

す。ケニスの真空容器には、横にゴム栓とコックがつい

ています。ペットボトルをつないでおき、コックをひね

ると簡単につぶれます。一口に教材研究といっても、実

験機材その物を工夫したり、そこで使うものを変えてみ

たりと様々ですね。教育課程の午後に左巻先生が仰ったように、マンネリズムに陥らず、

常に工夫をしていくことが大切ですね。 

 顕微鏡について初めて知ったことがいくつもありました。対物レンズの「４０」は倍率

ですが、あとの「０．６５」や「１６０」、「０．１

７」については、数字の意味どころか、今回言われ

て初めて数字の存在に気づきました。 

「０．６５」は「開口数」といい、同じ倍率であ

れば大きければ大きいほど、得られる像が明るくな

ります。「１６０」は鏡筒の長さ。そして「０．１７」

は最適なカバーグラスの厚みを示しているのだそう

です。 

「対物レンズ」を教えることはあっても、倍率を

のぞき、これらの数字を教えることはないでしょう。しかし、知っているのと知らないの

では、顕微鏡の持っている性能を引き出し、しっかり観察させるうえでずいぶん違うので

はないでしょうか。 

勉強することは無限にありますね。 

  

 同封した月齢カレンダーと中学校理科教授用資料は、大日本図書の見神元義様よりいた

だきました。「トンでも吸盤」は会費還元です。ご活用ください。 

理科同好会の活動は、１２月の実験講習会を持って終わりです。同好会員の皆様、一年

間ご協力をいただき、ありがとうございました。 
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